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みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に
喜びを感じられるまち

こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を
信じてチャレンジ・自己実現できるまち

施策方針
１-１ こども若者・子育て支援

施策方針
１-２ 学校教育の充実

こども・子育て・教育1
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●こども・若者が幸せに育っています。
●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。

●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。

みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に
喜びを感じられるまち

こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を
信じてチャレンジ・自己実現できるまち

基本事業〔１〕 安全・安心で質の高い保育環境やこどもの居場所づくり

基本事業〔１〕 質の高い学校教育の推進

基本事業〔２〕 子育てへの不安や悩み、保育ニーズに対応した支援

基本事業〔２〕 地域とともにある学校づくり

基本事業〔３〕 まち全体で子育てを応援する意識の醸成

基本事業〔３〕 安全・安心な教育環境の充実

基本事業〔４〕 若者が希望を持って将来を描くための支援
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〔1〕安全・安心で質の高い保育環境やこどもの居場所づくり

主 な 課 題 主 な 取 組

❶
安全 ・安心な保育環境を整備するた
め、必要となる保育の量を確保すると
ともに、老朽化等に対応した保育施設
の機能維持が必要です。

・ 各地域の保育需要等を踏まえ、必要に応じ
て民間施設を誘致するなど、地域の実情に
即した保育の量を確保します。

・ 公立保育園の計画的な修繕 ・改修を実施す
るとともに、民間保育園等の改修などに対
して支援を行います。

❷
持続可能で質の高い教育・保育サービ
スを提供するため、保育士の負担軽減
や幼保小の連携強化が必要です。

・ 保育園等における ICT の利活用を進め、保
育士が保育業務に専念できる環境を整える
など、保育の質の向上を図ります。

・ すべての小学校区において、幼保小が連携
して「はつかいち架け橋カリキュラム」を
策定し、その実践・評価・見直しを通じて、
スムーズに小学校生活での学びにつながる
よう取り組みます。

❸
保育士等の能力向上のため、専門性を
高める研修と併せ、公立 ・民間保育
園等が連携した横断的な研修や勉強会
の実施が必要です。

・ 保育者の目指すべき姿を踏まえた市全体の
保育指針を策定するとともに、公立 ・民間
が連携して研修等を実施し、保育者の専門
性を高めます。

❹ 良質な成育環境を整え、未就園児の健
やかな育ちを応援する必要があります。

・ 乳児等通園支援事業 （こども誰でも通園制度）
の実施に向けて、保育園等の受け入れ環境を
整えます。

１ こども・子育て・教育

●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち ▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎

●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶

施策の
目指す姿

●こどもが育ちに応じた環境で安心して楽しく過ごしている。
●保護者が安心して子育てができている。
●地域社会や事業者が子育てに協力している。
●若者が自分の将来について明るい希望がある。

［基本事業〔1〕］
［基本事業〔2〕］
［基本事業〔3〕］
［基本事業〔4〕］

施策方針 ■関連 SDGs

1-1 こども・若者・
子育て支援
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❶
理想とするこどもの人数を持てるよ
う、子育てに伴う経済的負担等の軽減
が必要です。

・ 保育料の負担軽減、こども医療費助成や不
妊治療費助成などの経済的支援のほか、利
用しやすい病児保育の実施など、子育て家
庭のニーズに応じた支援を行います。

❷
妊娠期から子育て期にかけて、誰もが
孤立することのないよう、子育てに伴
う悩みや不安を解消するための支援が
必要です。

・ 保健師や助産師、家庭児童相談員等による
相談支援やアウトリーチのほか、子育て支
援センターでの交流の場づくりなどを通じ
た妊産婦や子育て家庭、こどもへの切れ目
のない支援により、社会的孤立や児童虐待
等の防止を図ります。

❸ こどもの発達や個々の特性、家庭環境
に応じたきめ細やかな支援が必要です。

・ こどもの発達や個々の特性等に応じた保育
を実施できるよう、専門性の高い保育者を
育成し、医療的ケア児の受け入れ環境の整
備を進めるとともに、健康診査等を通じた
発達相談の充実を図ります。

❹

保育士の配置基準の見直しや、年度途
中の待機児童等に対応するため、保育
に関わる人材の確保を含め、公立 ・民
間が一体となり、持続可能な保育提供
体制を構築する必要があります。

・ 復職希望者を対象とした研修やマッチング
支援、職場環境の改善を含む処遇改善等の
実施により、保育士の確保を図ります。

・ 各地域の保育需要の推移や民間保育園等の
配置状況などを踏まえ、計画的に公立保育
園の再編を行います。

〔2〕子育てへの不安や悩み、保育ニーズに対応した支援

主 な 課 題 主 な 取 組

❺
留守家庭児童会の入会希望者の増加や
多様なニーズに対応するため、受け皿
の確保などが必要です。

・ 小学校の余裕教室を活用するとともに、特色
あるサービスを提供する民間留守家庭児童会
の設置を推進し、定員の拡大と質の向上を図
ります。また、土曜日の開会時間を早めるなど、
サービスの向上に取り組みます。

❻ 多様なこどもの居場所や遊び場の確保、
体験活動の充実が必要です。

・ 市民センター等を活用し、親子やこどもが集
える場づくりを進め、こどもの居場所や遊び
場の確保を図ります。また、地域の団体等に
よる活動を支援し、こどもが様々な体験活動
や仲間との交流を深める機会を充実させます。

●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。
●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。

●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち ▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎

●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶

分
野
別
計
画
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❶
若者が就労や子育て等にポジティブな
イメージを抱き、将来の展望を描ける
よう、総合的な支援を行う必要があり
ます。

・ 市内産業経済団体等と連携し、若者を対象
に市内事業者の紹介やマッチングを行いま
す。また、子育て家庭の事例紹介や出産・
子育てに関するサービス等を一元化して情
報発信を行うほか、将来の社会の創り手と
なる若者が希望に沿って安心して修学でき
るよう、奨学金の貸付けを行うなど、総合
的に支援します。

❷

こどもや若者に関わる施策 （こども施
策）について、こどもや若者の意見を
反映させるための手段を講じ、施策を
進める必要があるほか、その他施策に
関しても同様の取組が必要です。

・ こども施策など各種施策を進めるにあた
り、アンケートやインタビュー、ワーク
ショップ等を通じて、こども・若者などの
当事者の声を聞き、状況に応じて施策に反
映させます。

❸
若い世代が地域の多様な大人と接し、
まちづくりなど社会に参画できる環境
づくりが必要です。

・ 若者が新たなことに挑戦したり、自ら企画・
運営する機会を設け、地域社会の一員とし
ての主体性を育みます。

〔4〕若者が希望を持って将来を描くための支援

主 な 課 題 主 な 取 組

❶
家庭内でパートナー同士が協力して家
事や育児に取り組む 「共育て」の意識
を醸成する必要があります。

・ 産前産後サポートセンター等において、男
性も参加しやすい相談支援の場や講座を実
施するとともに、「共育て」の意識が向上
するセミナー等の啓発事業を行います。

❷
地域住民や職場など、地域全体で 「共
育て」を応援する環境づくりが必要
です。

・ 「はつかいち子育て応援宣言企業」の拡大
を図り、事業者を含めた地域全体で子育て
世代を応援する気運を高めます。

〔3〕まち全体で子育てを応援する意識の醸成

主 な 課 題 主 な 取 組

１ こども・子育て・教育

●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち ▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎

●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶
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主な関係課室
●地域振興課　●人権・市民生活課　●産業振興課　
●障害福祉課　●子育て応援室　●教育総務課　●学校教育課
●生涯学習課

施策主管課室

こども課

主な関連計画

●こども計画　●子ども・子育て支援事業計画　●保育園再編基本構想
●教育大綱　　●教育振興基本計画

指標名 現況値
【2025（令和7）年度】

目標値
【2030（令和12）年度】

1 「自分のこども（未就学児）が、普段の生活や保育園等で、
楽しく過ごしている」と思う市民の割合 94.6% 97.5%

2 安心できる場所が３つ以上あるこども（小・中学生）の
割合

小：96.7%
中：96.8%

小：98.1%
中：98.3%

3 「子育てしやすいまちである」と感じている 18 歳以下の
こどもを持つ市民の割合 73.9% 85.0%

4 子育てと仕事を両立できている 18 歳以下のこどもを持
つ市民の割合 59.4% 70.0%

5 自分の将来について明るい希望を持っている市民（18 ～
29 歳）の割合 62.4% 75.0%

施策の進捗状況を確認する指標

●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。
●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。

●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち ▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎

●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶

分
野
別
計
画



１ こども・子育て・教育

●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎
●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶
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❶
児童生徒が社会に出た後も学校で学
んだことを活かし、生涯にわたって
学び続ける力を身に付ける必要があ
ります。

・ 確かな学力の育成を目指し、ICT を基盤と
した学習環境を活用するなど、一人ひとり
の理解のペースや得意な学び方に合わせ
て、友だちと一緒に考え、話し合い、学び
を深める「子どもが主役の授業」を実施し
ていきます。また、読書活動推進員や図書
委員会を中心に、各校の実態に応じた取組
により読書活動を充実させ、児童生徒の考
える力や豊かな感性を育みます。

❷
児童生徒がデジタル技術を活用して主
体的に社会に関わる力を身に付ける必
要があります。

・ 児童生徒が情報社会の一員として適切に行
動できるよう、インターネットやデジタル
機器を正しく安全に使うための教育を推進
します。

❸
グローバル化が一層進む社会において、
異なる文化を持つ人たちと積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする意欲
をさらに向上させる必要があります。

・ 台湾基隆市との国際交流をはじめ、様々な
国や地域との交流の機会を設けるととも
に、外国語指導助手（ALT）を積極的に活
用するなど、英語によるコミュニケーショ
ンの機会を充実させます。

❹
学校の働き方改革を進め、児童生徒
と向き合う時間を確保する必要があ
ります。

・ 校務の DX 化等の業務の効率化を推進し、
教職員の負担軽減を図ります。併せて、教
職員同士が支え合い、協力しながら、やり
がいを持って働ける環境をつくり、授業や
教育活動の質を高め、児童生徒の学びを充
実させます。

〔1〕質の高い学校教育の推進

主 な 課 題 主 な 取 組

施策の
目指す姿

●児童生徒の生きる力を育むことができている。
●児童生徒が安全・安心な学校生活を送ることができている。

［基本事業 〔1〕〔2〕］
［基本事業〔3〕］

施策方針 ■関連 SDGs

1-2 学校教育の充実



●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎
●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶

●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。
●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。
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❺
児童生徒数の変化によって、教育環
境の改善が必要となった場合、学校
規模の適正化などに取り組む必要が
あります。

・ 児童生徒数の減少により、一定の集団規模
の確保ができない学校については、保護者・
地域住民などと一緒に対応策を検討し、教
育環境の改善を図ります。また、児童生徒
数の増加により改善が必要となった場合に
は、仮設校舎の建設や校舎の増築などを検
討し、実施します。

❻
児童生徒の食に関する理解と判断力を
養い、心身の健やかな発達と望ましい
食習慣の形成を図る必要があります。

・ 栄養豊かでおいしい給食の提供に加え、給
食や教科など学校教育活動全体を通じて食
育を推進し、児童生徒の健康状態の改善等
に取り組みます。

〔2〕地域とともにある学校づくり

主 な 課 題 主 な 取 組

❶
こどものよりよい成長を支えるため、
学校と地域が連携・協働し、地域全
体でこどもを育てる体制の構築が必
要です。

・ 学校運営協議会と地域学校協働本部の活動
を一体的に推進し、こどもの成長を支えて
いきます。

・ 学校と地域が連携した「ふるさと学習」の
取組を通じて、地域に愛着と誇りを持ち、
本市の良さを自分の言葉で語ることができ
るこどもを育んでいきます。

❷
生徒の成長につながる学校部活動を持
続するため、地域での活動を展開し、
生徒がスポーツ・文化芸術に触れる機
会を確保する必要があります。

・ 学校と地域が連携し、地域の様々な主体と
協働することで、生徒が希望するスポーツ
や文化芸術活動を選択し、継続して活動で
きる環境の整備を進めます。

分
野
別
計
画



１ こども・子育て・教育

●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎
●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶
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〔3〕安全・安心な教育環境の充実

主 な 課 題 主 な 取 組

❶

児童生徒が安心して楽しく通える魅
力的な学校づくりを進めるとともに、
複雑化・多様化するニーズに応じた
支援や居場所の整備を行い、その居
場所と児童生徒とのつながりを保障
していく必要があります。

・ 学校全体で安全・安心な学校風土を醸成す
ることで、いじめや不登校の未然防止を図
るとともに、児童生徒間のトラブルやいじ
め、不登校等への早期発見・早期対応の取
組を推進します。

・ 不登校の児童生徒がそれぞれの状況に応じ
た学びの場につながるよう、校内外の居場
所づくりを進めます。

・ 学校だけでは対応が困難な様々な問題に組
織的に対応するため、地域や警察、医療機
関、福祉関係機関等との連携を進めます。

❷
障がいのある児童生徒や外国籍の児童
生徒など、多様な教育的ニーズのある
児童生徒を尊重した学びの環境を整え
る必要があります。

・ 障がいの状態や特性等に応じた専門的かつ
適切な支援や指導体制の充実を図るととも
に、教職員全体がすべての児童生徒が安心
して学べるという視点を持って支援できる
体制を整えます。

・ 日本語指導が必要な児童生徒をはじめ、多
様なニーズを持つ児童生徒一人ひとりの能
力や可能性を伸ばすため、多様な学びの場
の提供と支援の充実を図ります。

❸

学校施設については、安全・安心な教
育環境を確保するため、校舎等の長寿
命化計画を見直すなど、老朽化や不具
合への速やかな対応に取り組む必要が
あります。

・ 学校施設の状況を把握し、老朽化対策等を
着実に実施します。

・ 学校活動中の熱中症リスクの軽減及び避難
所としての快適性を確保するため、屋内運
動場への空調整備に取り組みます。



●みんなで子育てを支え、こどもや若者の成長に喜びを感じられるまち ▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎

●こどもが心身ともに健やかに成長し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶

●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。
●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。
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施策の進捗状況を確認する指標
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施策主管課室

学校教育課

主な関係課室

●教育総務課　●生涯学習課

主な関連計画

●教育大綱　●教育振興基本計画　●こども計画　●子ども・子育て支援事業計画

指標名 現況値
【2025（令和7）年度】

目標値
【2030（令和12）年度】

1 課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む児
童生徒の割合

小：85.6%
中：81.0%

小：88.0%
中：83.5%

2 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う児童
生徒の割合

小：84.9%
中：77.7%

小：87.5%
中：80.5%

3 学校に行くのは楽しいと思う児童生徒の割合 小：89.2%
中：83.7%

小：91.0%
中：86.5%

分
野
別
計
画


